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委員会活動

させる手法として、バイオフィードバック機器を用
いた呼吸法が紹介され、参加者は呼吸を意識的
にコントロールして心拍変動を大きくすることで、
リラックス状態が得られる効果を体験した。
飯田氏は、「若者と建設業の今 ～若者に建設
業への魅力、やりがいを感じてもらうためには～」
と題して、建設業界における人手不足や高齢化、
社会インフラの維持管理・更新費の増大などの問
題・課題や、自社の若手社員への仕事に関する意
識調査結果を説明。これを踏まえて、参加者は
３～４名に編成されたグループ内で、若者が建設
業に入るための誘因や解決すべき課題について
意見交換を行った。その後、各グループから発表

が行われ、建設業界
のみならずあらゆる
業界で共通する「仕
事へのやりがい」に
対する新たな発想や
気付きを得る機会と
なった。

その後の懇親会では、参加者が講師を囲み、そ
れぞれの研究や業務内容について意見を交わす
など、一層の親睦を図った。

（イノベーション推進部　水田 晴久）

「平成30年度経済財政白書」講演会

日　時：９月27日（木）
場　所：名古屋栄ビル
参加者：約60名
経済委員会は、平成30年度経済財政白書を

テーマに、その取りまとめに当たった内閣府参事
官の茨木秀行氏を迎えて講演会を行った。
茨木氏は、2012年末からはじまった現在の景

気回復期間が戦後最長に迫っていることを説明。
一方で、人手不足や生産性向上、さらにはデフレ
脱却に向けた賃上げ継続などの課題があることに
ついて、詳しいデータを用いて紹介した。

また、人生100年時代を迎えるにふさわしい人々
の働き方や、社会人の学び直しのあり方について、
先進国の事例を引き合いにしつつ、興味深く説明
した。
最後に、Society5.0に向けたイノベーションに
関して、わが国の強みと弱みの分析を解説。日本
はＡＩ関連特許の世界シェアが１位である一方
で、ＩＣＴ関連の研究開発における国際連携の度
合いは、主要先進国に大きく後れを取っているこ
とを紹介した。
参加者は茨木氏の話を熱心に聞き入り、講演
後の質疑応答も活発に行われた。

（調査部　山口 大樹）

広域連携・地域づくり委員会

日　時：10月９日（火）
場　所：名古屋栄ビル
参加者：委員長の中村（昭）副会長をはじめ34名
本委員会は、2050年
頃の社会を展望した「将
来を見据えた中部圏の
ビジョン」の策定に向け
た活動を進めている。
今回は、中部圏が「将

来どうあるべきか」、その
ためには「いつまでに」「何をやるべきか」をバック
キャスト思考で具体的に落とし込んだビジョンの
中間案について審議した。中間案の概要は以下の
とおり。
●人口減少・高齢化や世界経済動向等を踏まえた
社会構造の変化、技術革新等による産業構造の
大きな変化が見込まれる中で、中部圏の持続的
発展・生き残りには各産業の生産性向上や高付
加価値化が必要。

●目指す方向性
－ＩｏＴ・ＡＩ等の新技術と融合した世界をリード
する「次世代ものづくり」の集積拠点。

－人・もの・情報の対流・交流を創出し、世界から
人を惹きつけ、投資を呼び込む。
－「次世代ものづくり」の集積と大自然が共生し持
続的に発展する。

●広域のビジョンとして、都市の発展のみならず
自然環境の保全にも着目し、大きく４つの圏域
（名古屋都市圏、東海環状帯、地域中核産業圏、
自然共生圏）で役割と戦略を整理。

委員からは、「大きなテーマで重要な項目も多
い。今回のまちづくりの主旨にあわせた焦点の絞り
込みをしてはどうか」「情報通信産業をはじめＩＴ

系人材や中部圏を担う人材の育成・確保に向け
たプロセスを含む具体策が必要」「グローバルな
都市間競争の中で中部圏の地域特性を強調する
ことの必要性」「防災・減災の重要性とインフラ老
朽化対策の必要性」「ビジョン策定後の具体化に
向けた活動のあり方の提案が必要」など、多くの
意見が出され、活発な議論が行われた。
今後は、委員からの意見等を踏まえ、11月に中

間案（２回目）、来年２月に最終案を審議し、３月
度の正・副会長会および総合政策会議に上程す
る予定である。

（企画部　加治 貴史）
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東三河地域会員懇談会

９月18日（火）、中経連は東三河地域の会員との
懇談会を開催し、事業活動全般に対する意見交換
を行った。参加者からいただいた意見を、今後の事
業活動、来年度の事業計画に反映させていく。
＜参加者からの主な発言内容＞
●渥美半島の田原までの道路が狭く、アクセスも悪
い。三遠南信自動車道や浜松三ヶ日・豊橋道路
とあわせて、整備促進をお願いしたい。

●中経連に東三河の観光や農業のＰＲをしてほしい。
奥三河の林業振興に対する支援をお願いしたい。

●ＩＴ人材の育成と中部圏での定着が今後の課
題。福岡はなぜ知名度があるのか分析すべき。

●中部圏が世界から取り残されるという危機感と
同じように、東三河が中経連から取り残されると
いう危機感を抱いている。

●小さな地域でも特徴がある場所には世界から人
が集まる。東三河は何を特徴として、何を売りに
して活動していくか考えるべき。

（総務部　伊藤 康隆）

台湾 中華民国工商協進会 表敬訪問

９月20日（木）、中華民国工商協進会理事長の
林伯豊氏をはじめ24名が中経連を訪れ、小川専
務理事以下幹部らと懇談した。
小川専務理事は、「中部圏は木材加工、繊維、陶
磁器産業などが古くから盛んで、それらを基礎とし
て現在の自動車、工作機械、航空機、ファインセラ
ミックスなど、世界的なものづくりの集積地となっ
ている。今回の訪問がより多くの成果につながるこ
とを期待する」と挨拶した。
協進会理事の黄清苑氏は、「1952年に台湾全
域をカバーする経済団体として設立した協進会
は、電気機器製造、食品加工、化学製品製造、
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石黒氏の講演内容に質問する参加者
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金融投資、金属加工などを中心とした500社の会
員で構成され、台湾のＧＤＰの65％を占めている。
日本では経団連、関経連、九経連と交流し、今回
初めて中経連と交流できることを大変嬉しく思う。
中部企業と取り引きする台湾企業は多く、我々も
中部のものづくり産業に注目しているので、協力関
係を築いていきたい」と挨拶した。
次に、三菱電機（株）ＦＡシステム事業本部ＦＡ

ソリューション事業推進部より大江慎一氏ならび
に邵珣氏を迎え、「e-Ｆ＠ctory最新動向」につい
てご紹介いただいた。また、中経連より「中部圏
イノベーション促進プログラム」について解説を行
った。その後、ＩｏＴやイノベーションについて積極
的に意見が交わされ、中部企業や中経連の事業
活動について、理解を深めていただいた。

（国際部　平山 りえ）

第１回愛知地域会員懇談会

10月１日（月）、中経連は愛知地域の会員との懇
談会を開催し、事業活動全般に対する意見交換
を行った。参加者からいただいた意見を、今後の
事業活動、来年度の事業計画に反映させていく。
＜参加者からの主な発言内容＞
●ＤＭＯ、各県観光団体等のそれぞれが同じような
取り組みを個別に行っている。中経連には、これら
の取りまとめ役を含め、リーダーシップを発揮して
ほしい。

●中部圏ビジョン策定に関する報告について、６つの
着眼点が最初にありきと見えてしまう。目指す将来
像と課題認識とのつながりがよくわからない。例え

ば、なぜ一人当たりＧＤＰ６万ドルを目指すのか。
背景やロジックなど、わかりやすい説明がほしい。

●ビッグデータを活用する事業は今後の潮流になる。
国内でも既にはじまっており、中部圏においては
中経連が旗を振って推進してほしい。

●ものづくり・イノベーションを支えるのは人材。
学校で良い成績を取れる学生を採用し、会社で
育てるのがこれまでのやり方だったが、今後は、
新しいビジネスの発想ができる人材や、それを
実現できるリーダー人材がますます必要になる。

（総務部　伊藤 康隆）

「中部圏イノベーション促進プログラム」
第３回講演会

10月２日（火）、中経連は「中部圏イノベーション
促進プログラム」第３回講演会を名古屋市内にて
開催し、約120名が参加した。本講演会は、情報
提供プログラムとして継続的に開催しているもの
である。
今回は、ネットイヤーグルｰプ（株）代表取締役社
長兼ＣＥＯの石黒不二代氏を講師に迎え、「“個”
客が企業を変える～デジタル時代の成長戦略～」
と題してご講演いただいた。
石黒氏は、昔は大量生産・大量消費の「声なき
消費者時代」で、皆が同じものを欲しがる時代であ
ったが、インターネットが導入されてから10年も経
つと情報の流通量は500倍になり、皆が違うものを
欲しがる「声のある消費者時代」になったと解説し
た。さらに、具体的な消費者行動を例に、デジタル

※ルビ注意
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ご講演いただいた鈴木氏
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金融投資、金属加工などを中心とした500社の会
員で構成され、台湾のＧＤＰの65％を占めている。
日本では経団連、関経連、九経連と交流し、今回
初めて中経連と交流できることを大変嬉しく思う。
中部企業と取り引きする台湾企業は多く、我々も
中部のものづくり産業に注目しているので、協力関
係を築いていきたい」と挨拶した。
次に、三菱電機（株）ＦＡシステム事業本部ＦＡ

ソリューション事業推進部より大江慎一氏ならび
に邵珣氏を迎え、「e-Ｆ＠ctory最新動向」につい
てご紹介いただいた。また、中経連より「中部圏
イノベーション促進プログラム」について解説を行
った。その後、ＩｏＴやイノベーションについて積極
的に意見が交わされ、中部企業や中経連の事業
活動について、理解を深めていただいた。

（国際部　平山 りえ）

第１回愛知地域会員懇談会

10月１日（月）、中経連は愛知地域の会員との懇
談会を開催し、事業活動全般に対する意見交換
を行った。参加者からいただいた意見を、今後の
事業活動、来年度の事業計画に反映させていく。
＜参加者からの主な発言内容＞
●ＤＭＯ、各県観光団体等のそれぞれが同じような
取り組みを個別に行っている。中経連には、これら
の取りまとめ役を含め、リーダーシップを発揮して
ほしい。

●中部圏ビジョン策定に関する報告について、６つの
着眼点が最初にありきと見えてしまう。目指す将来
像と課題認識とのつながりがよくわからない。例え

ば、なぜ一人当たりＧＤＰ６万ドルを目指すのか。
背景やロジックなど、わかりやすい説明がほしい。

●ビッグデータを活用する事業は今後の潮流になる。
国内でも既にはじまっており、中部圏においては
中経連が旗を振って推進してほしい。

●ものづくり・イノベーションを支えるのは人材。
学校で良い成績を取れる学生を採用し、会社で
育てるのがこれまでのやり方だったが、今後は、
新しいビジネスの発想ができる人材や、それを
実現できるリーダー人材がますます必要になる。

（総務部　伊藤 康隆）

「中部圏イノベーション促進プログラム」
第３回講演会

10月２日（火）、中経連は「中部圏イノベーション
促進プログラム」第３回講演会を名古屋市内にて
開催し、約120名が参加した。本講演会は、情報
提供プログラムとして継続的に開催しているもの
である。
今回は、ネットイヤーグルｰプ（株）代表取締役社
長兼ＣＥＯの石黒不二代氏を講師に迎え、「“個”
客が企業を変える～デジタル時代の成長戦略～」
と題してご講演いただいた。
石黒氏は、昔は大量生産・大量消費の「声なき
消費者時代」で、皆が同じものを欲しがる時代であ
ったが、インターネットが導入されてから10年も経
つと情報の流通量は500倍になり、皆が違うものを
欲しがる「声のある消費者時代」になったと解説し
た。さらに、具体的な消費者行動を例に、デジタル

メディアへのシフト、モノ消費からコト消費への
変化、ＥＣ市場の伸長といった環境変化を説明。
また、最近の首都圏在住の若者は環境志向も強
く、「シェア」意識を共有していることを指摘。あらゆ
る顧客接点から購買行動をデータ化して分析し、
商品開発やサービス改善に生かす手法を、企業の
取り組み事例を交えて紹介した。
次回は12月に開催する予定である。

（イノベーション推進部　渡邊 有紀子）

シアトル市副市長 表敬訪問

10月10日（水）、米国シアトル市副市長のシェフ
ァリ・ランガーナタン氏が中経連を訪れ、小川専務
理事以下幹部らと懇談した。
今回は、ボーイング787初号機の展示をメインと

した新複合商業施設「ＦＬＩＧＨＴ ＯＦ ＤＲＥＡＭＳ」
が10月12日に中部国際空港に開業するのに伴
い、シアトル市国際ビジネス推進担当の幹部や、同
施設に出店するシアトルの飲食店・物販店のオー
ナーとともに来日した。
ランガーナタン氏は、「シアトルと中部圏は、ボー
イング787をはじめとした航空機の開発・製造にお
いて関係が深い。またシアトルには、マイクロソフト、
アマゾン、エクスペディアといったＩＴ関連企業が
集積しており、製造業が盛んな中部圏と今後ます
ます連携が深まることを願っている」と述べた。
小川専務理事は、「シアトルはＩＴ分野において

最先端を走っており、我々から見ればいわば先生。
また、まちづくりの分野においても都市再生手法

など、中部圏としても参考にしたい事例が多くあ
る。両地域の連携を深めていきたい」と述べた。

（社会基盤部　和田 耕一朗）

第14回中部コーディネータ研究フォーラム

10月10日（水）、中経連は「第14回中部コーディ
ネータ研究フォーラム」を開催し、中部５県のよろ
ず支援拠点コーディネータ、支援機関・大学のコー
ディネータ、中堅・中小企業支援に関する有識者・
研究者など13名が参加した。
今回は、（株）ＳＹＳホー

ルディングス代表取締役
会長兼社長の鈴木裕紀
氏から、「業界・地域・社会
貢献の実践を、企業成長
に繋げる」と題してご講演
いただいた。同社は、1991
年に（株）エスワイシステムとして名古屋で創業、
その後着実に成長を重ね、今では持株会社、国内
子会社７社、海外子会社１社の計９社のグループ
となり、2017年には東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）に上場を果たしている。
鈴木氏は自身の信条に基づく独特な経営スタイ

ルとして、①「仕事を通じて社会に貢献する」という
企業理念を全従業員が共有し、笑顔を絶やさず仕
事をしている、②Ｍ＆Ａでグループ化した会社に人
を送り込まず、もともとの風土文化を尊重している、
③新卒採用は未経験者だけである、④中高生まで
も対象にインターンシップを行っている、⑤子どもが
小学校を卒業するまで時短を認めるなど、女性が働
きやすい制度を導入していること、などを紹介した。
また、中部圏の中小ソフトウエア企業の発展の
ため中部アイティ協同組合を設立するなど、積極的
な対外活動についても紹介し、講演の後は活発に
質疑が行われた。
次回は１月に開催する予定である。

　（産業振興部　佐々木 彰一）

ひろのり
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